
 令和８年度 友々大学（高齢者教室）・女性学級合同学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

５回 
聞いて得するふるさと講座「地域で

予想される災害と対応について」 

防府市防災危機管理課 総括知識防災
アドバイザー 八尾 亮一 さん 

令和８年６月１9 日（金）10:00 ～ 11:30 

 講義 

２５名／62名 

（４０.３％） 
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満足度の状況 

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 5 名 21.7％ 

  2 名 8.7% 

４ 満足した 10 名 43.6％ 

  4 名 17.4％ 

３ どちらとも言えない 1 名 4.3% 

  ０名  

２ 少し不満 1 名 4.3% 

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 2 3 ／ 2 3 名 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部のみ掲載) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

91.4％ 

 市防災危機管理課 総括地域防災マネージャー 八尾さん

をお招きして、地域で対応を考えていく必要を迫られる災害

とその対応について、学習を行いました。 

災害発生の原因の一つは、地球温暖化によるもので、防府

市や隣接の山口市でも、ここ数年で熱帯夜、猛暑日、平均気

温、降水量が有意に増加しているとの事でした。温暖化を防

ぐ手立てに私達一人一人が取組んでいく必要があります。 

土砂災害には、土石流、崖くずれ、地滑りがあり、真砂土

地層の構造をもつ中国地方は多発しやすく、降雨時、特に崖

崩れに注意することが肝要との事でした。 

台風の進路や気圧情報、線状降水帯の発生予報などでは、

それらがどの場所に影響を及ぼしていくかを、情報をもとに

推測する事が防災につながっていくとの事でした。 

５月から運用が開始された「防災気象情報」の中でも、そ

の設定の理由から、「土砂災害警報」は、その他の災害と比べ

て相対的に比重が重くなっており、これが発令されたときに

は、十分対応に考慮すべきであることが理解できました。 
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〇災害の少ない場所ですが、この時期は天気予報等、注意しながら、自分の身は自分

で守るようにしたいと思います。〇線状降水帯の発生する状態などがよく分かる。〇

今年は班長なので聞きに来ました。災害の事がよく分かりました。〇梅雨時期に入

り、いつ災害があるか分からないため、普段から災害から身を守る心がけが十分必要

だと痛感しました。〇減殺グッズは備えているつもりですが、チェックは出来てな

い。先日、たまたま開けてみたら、使い方が分からない物があり、困った事がありま

した。チェックは肝心です。〇小野地区の事についての説明・情報が聞きたかった。

〇台風の左側は、雨風が弱くなり、右側は強くなる、勉強になりました。知って準備

する事が大事。〇データに基いて、分かり易く説明頂いた。小野は全域イエローゾー

ンであり、初めて聞く話が多かったが良かった。〇新防災情報を認知する。特に土砂 


